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新
年
１
月
４
日
、
愛
知
県

豊
橋
市
の
岩
西
開
拓
地
に
あ

み

ゆ
き

る
御
幸
神
社
で
、「
花
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
中
止
し
て
い
た
が
、
花
祭

り
保
存
会
な
ど
の
熱
意
で
、

４
年
振
り
に
開
か
れ
た
。

「
花
祭
り
」
は
、
稲
穂
に

花
が
咲
く
よ
う
に
と
、
五
穀

豊
穣
を
祈
る
祭
り
。
笛
や
太

鼓
の
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
、

小
中
学
生
や
、
地
元
の
人
々

が
、
滑
ら
か
な
動
き
で
あ
り

な
が
ら
、
時
に
勇
壮
な
舞
を

披
露
し
た
。

舞
に
は
「
地
固
め
の
舞
」

・
「
花
の
舞
」
・
「
家
内
安

全
の
舞
」
・
「
山
見
鬼
」
・

「
榊
鬼
」
な
ど
多
く
の
演
目

が
あ
り
、夜
中
ま
で
続
い
た
。

花
祭
り
保
存
会
の
井
口
定

次
会
長
は
「
花
祭
り
は
五
穀

豊
穣
を
祈
る
だ
け
で
は
な

く
、
地
固
め
の
舞
と
あ
る
よ

う
に
、
地
震
や
、
自
然
災
害

を
防
ぐ
た
め
の
舞
で
も
あ

る
。
ま
た
、
鬼
は
人
々
を
襲

う
の
で
は
な
く
、
災
い
か
ら

守
っ
て
く
れ
る
存
在
だ
と
思

う
」
と
説
明
し
て
く
れ
た
。

以
前
は
男
性
だ
け
に
引
き

継
が
れ
て
い
た
が
、
女
子
児

童
た
ち
が
「
私
た
ち
も
踊
り

た
い
」
と
、
女
子
に
よ
る
舞

グ
ル
ー
プ
が
で
き
、
伝
統
と

改
革
が
融
合
し
、
新
た
な
伝

統
と
な
っ
て
受
け
継
が
れ
て

い
る
。

元
来
、
花
祭
り
は
奥
三
河

（
天
竜
川
水
系
の
大
入
川
流

域
の
豊
根
村
な
ど
）
で
数
百

年
に
亘
る
伝
統
の
神
事
芸
能

だ
。

【
岩
西
開
拓
】

同
地
は
戦
時
中
、
軍
の
演

習
地
で
、
戦
後
、
豊
根
村
か

ら
の
移
住
者
や
軍
人
な
ど
１

７
０
名
が
入
植
し
た
が
、
強

酸
性
の
土
壌
だ
っ
た
た
め
、

開
墾
は
進
ま
な
か
っ
た
。

４８
年
に
岩
西
開
拓
農
協
が

設
立
さ
れ
、
団
結
し
て
苦
難

に
立
ち
向
か
っ
た
。
心
の
拠

り
所
と
し
て
御
幸
神
社
が
建

て
ら
れ
、５０
年
に
故
郷
の「
花

祭
り
」
が
同
地
で
も
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
じ
頃
豊
根
村
周
辺
で

は
、
佐
久
間
ダ
ム
及
び
新
豊

根
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
、
豊
根

村
の
い
く
つ
か
の
集
落
が
水

没
す
る
の
で
、
津
島
神
社
か

ら
花
祭
り
の
祭
具
一
式
を
譲

り
受
け
、
伝
統
が
受
け
継
が

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

《
２４
年
度
補
正
予
算
成
立
》

２４
年
度
補
正
予
算
が
１２
月

１７
日
、参
院
本
会
議
で
可
決
、

成
立
し
た
。

農
林
水
産
関
係
で
は
、
前

年
度
比
６
・
１
％
増
の
８
６

７
８
億
円
と
、
４
年
振
り
の

増
額
と
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
の
指
針

と
も
な
る
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
の
改
定
を
３
月

末
に
控
え
、
『
新
基
本
計
画

推
進
集
中
対
策
』
と
し
て
新

た
に
３
０
３
７
億
円
が
盛
り

込
ま
れ
た
。

こ
の
う
ち
、
「
食
料
安
全

保
障
の
強
化
に
向
け
た
構
造

転
換
対
策
」
は
同
２０
・
０
％

増
の
２
５
３
７
億
円
と
な
っ

た
。
水
田
の
畑
地
化
、
麦
・

大
豆
等
の
作
付
け
拡
大
な
ど

の
「
畑
地
化
促
進
事
業
」
に

４
５
０
億
円
、
「
不
測
時
に

備
え
た
食
料
供
給
体
制
強
化

対
策
」に
７
億
円
、「
合
理
的

な
価
格
の
形
成
」
に
向
け
た

調
査
・
実
証
・
理
解
醸
成
に
６

億
円
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
共
同
利
用
施
設

の
再
編
集
約
・
合
理
化
」と
し

て
、
老
朽
化
し
た
施
設
再
編

な
ど
に
４
０
０
億
円
計
上
。

『
物
価
高
騰
等
の
影
響
緩

和
対
策
』
は
同
９
・
６
％
減

の
９
０
５
億
円
と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
需
要
が
低
迷
し

て
い
る
和
牛
肉
の
販
売
促
進

と
し
て
「
和
牛
肉
需
要
拡
大

緊
急
対
策
」
が
３
倍
強
の
１

７
０
億
円
と
な
っ
た
。

《
２５
年
度
予
算
閣
議
決
定
》

政
府
は
１２
月
２７
日
、
２５
年

度
予
算
案
を
閣
議
決
定
し

た
。
農
林
水
産
関
係
予
算
は

前
年
度
比
０
・
１
％
（
２０
億

円
）
増
の
２
兆
２
７
０
６
億

円
と
な
っ
た
。
２４
年
度
補
正

予
算
同
様
、
基
本
計
画
を
実

行
す
る
た
め
の
経
費
を
盛
り

込
み
、
わ
ず
か
だ
が
２
年
連

続
の
増
額
と
な
っ
た
。

『
食
料
安
全
保
障
の
強
化
』

と
し
て
、
「
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
」
２
８
７
０

億
円
（
前
年
度
３
０
１
５
億

円
）、野
菜
・
果
樹
等
の
生
産

基
盤
強
化
と
し
て
「
持
続
的

生
産
強
化
対
策
事
業
」
１
４

２
億
円（
同
１
４
８
億
円
）、

地
域
計
画
の
実
現
や
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
の
実
践
へ
の
支

援
な
ど
と
し
て
「
共
同
利
用

施
設
の
整
備
」
２
０
０
億
円

（
同
１
２
１
億
円
）
な
ど
。

『
農
業
の
持
続
的
な
発
展
』

と
し
て
、
「
地
域
計
画
実
現

総
合
対
策
」に
３
８
４
億
円
、

「
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対

策
」
に
１
０
７
億
円
（
同
９６

億
円
）
な
ど
。

『
農
村
の
振
興
（
農
村
の

活
性
化
）
』
と
し
て
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
付
加
価
値

の
創
出
や
、
中
山
間
地
域
等

の
農
用
地
保
全
に
「
農
山
漁

村
振
興
交
付
金
」７４
億
円（
同

８４
億
円
）
な
ど
。

当
予
算
案
は
１
月
の
通
常

国
会
に
提
出
さ
れ
、
３
月
末

ま
で
の
成
立
を
目
指
す
。

（
畜
産
関
係
の
概
要
は
２

面
参
照
）

一
富
士
、
二
鷹
、
三
茄
子

と
、
初
夢
に
見
る
と
縁
起
が

良
い
と
さ
れ
る
も
の
の
筆
頭

に
そ
び
え
る
富
士
山
。

今
年
、
富
士
山
の
初
夢
を

見
た
と
い
う
人
は
ま
れ
だ
と

思
わ
れ
る
の
で
、
１
月
号
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
た
。

こ
の
写
真
は
、
静
岡
県
・

富
士
開
拓
の
開
拓
碑
が
あ
る

西
富
士
霊
園
近
く
の
牧
草
地

か
ら
の
様
子
。

今
年
は
、
新
し
い
農
業
の

基
本
計
画
が
決
定
・
実
行
さ

れ
る
重
要
な
年
で
あ
り
、
ま

た
、
戦
後
す
な
わ
ち
開
拓
８０

周
年
と
い
う
節
目
の
年
。

今
年
は
何
と
し
て
も
、
農

家
・
農
業
に
と
っ
て
良
い
方

に
向
か
う
年
と
な
っ
て
も
ら

い
た
い
。

災いを防ぐ華麗な舞「花祭り」災いを防ぐ華麗な舞「花祭り」

２４
年
度
補
正
予
算
成
立

２５
年
度
予
算
閣
議
決
定

２４
年
度
補
正
予
算
成
立

２５
年
度
予
算
閣
議
決
定

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

愛知県豊橋市・岩西開拓 御幸神社愛知県豊橋市・岩西開拓 御幸神社

地固めの舞（やち）：大地を踏みしめ、地震から守る

新しい伝統が受け継がれていく新しい伝統が受け継がれていく

富士山の初夢を見られなかった皆様へ

上：境内にある公民館での小学生による
盆の舞

下：鬼の首領である「榊鬼」。迫力ある
舞に、後ろの子どもは恐がっている
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２４
年
度
農
林
水
産
関
係
補

正
予
算
の
う
ち
、
畜
産
・
酪

農
関
係
の
主
な
事
業
は
次
の

と
お
り
（
下
図
参
照
）
。

◎
食
料
安
全
保
障
の
強
化

に
向
け
た
構
造
転
換
対
策

国
内
肥
料
資
源
の
利
用
拡

大
・
広
域
流
通
に
向
け
た
堆

肥
等
の
高
品
質
化
・
ペ
レ
ッ

ト
化
等
に
必
要
な
施
設
整
備

等
を
支
援
す
る
「
国
内
肥
料

資
源
の
利
用
拡
大
対
策
」
に

６４
億
円
。
飼
料
作
物
の
持
続

可
能
な
生
産
・
利
用
に
向
け

た
地
域
モ
デ
ル
の
実
証
、
飼

料
生
産
組
織
の
体
制
強
化
等

を
支
援
す
る
「
国
産
飼
料
生

産
・
利
用
拡
大
緊
急
対
策
」

に
１
３
３
億
円
。
長
命
性
の

高
い
牛
群
編
成
へ
の
転
換

や
、
そ
の
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
適
切
な
飼
養
管
理
の

普
及
促
進
等
を
支
援
す
る

「
乳
用
牛
の
長
命
連
産
性
向

上
対
策
」
に
５０
億
円
。

◎
物
価
高
騰
等
の
影
響
緩

和
対
策

物
価
高
騰
に
伴
い
、
需
要

が
低
迷
し
て
い
る
状
況
を
踏

ま
え
、
食
肉
事
業
者
等
が
行

う
和
牛
肉
の
販
売
促
進
等
を

支
援
す
る
「
和
牛
肉
需
要
拡

大
緊
急
対
策
」
に
１
７
０
億

円
。◎

持
続
可
能
な
成
長
に
向

け
た
農
林
水
産
施
策
の
推
進

脱
脂
粉
乳
の
在
庫
低
減
や

牛
乳
・
乳
製
品
の
需
要
拡
大

を
支
援
す
る
「
脱
脂
粉
乳
の

在
庫
低
減
・
需
要
拡
大
」
に

１
０
３
億
円
（
内
数
）
。
殺

処
分
を
し
た
家
畜
等
に
対
す

る
手
当
金
を
支
援
す
る
等
の

「
家
畜
伝
染
病
・
家
畜
衛
生

対
策
」
に
９１
億
円
。

お
金
を
出
せ
ば
、
食
料
は

い
つ
で
も
安
く
輸
入
で
き
る

時
代
で
な
く
な
っ
た
一
方
、

国
内
農
家
は
減
少
速
度
を
増

し
て
い
る
。
国
内
生
産
は
過

剰
で
は
な
く
、
足
り
て
い
な

い
の
だ
。

今
こ
そ
、
す
べ
て
の
農
産

物
の
国
内
生
産
の
増
大
に
全

力
を
挙
げ
て
、
国
産
で
輸
入

を
置
き
換
え
て
輸
入
依
存
を

減
ら
す
と
と
も
に
、
備
蓄
も

増
や
し
て
、
不
測
の
事
態
に

子
ど
も
達
の
命
を
守
れ
る
準

備
を
強
化
す
る
の
が
、
命
を

守
る
安
全
保
障
、
「
国
防
」

だ
。そ

れ
な
の
に
、
酪
農
戸
数

が
一
万
戸
を
割
り
、
今
後
の

生
乳
供
給
が
懸
念
さ
れ
る
中

で
、
増
産
対
策
の
強
化
で
は

な
く
、
生
産
調
整
に
協
力
し

な
い
と
補
助
金
を
出
さ
な
い

方
向
性
が
出
て
き
た
。

令
和
の
コ
メ
騒
動
が
収
ま

ら
な
い
中
で
、
来
年
の
コ
メ

の
需
給
見
通
し
も
出
さ
れ

た
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
い

ま
だ
に
コ
メ
は
余
っ
て
い
る

と
し
て
、
さ
ら
な
る
減
反
の

必
要
性
を
示
し
た
。
ど
う
し

て
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
誤

り
を
是
正
で
き
な
い
の
だ
ろ

う
か
。

☆
酪
農
生
産
は
足
り
て
い

な
い
〜
酪
農
家
に
し
わ
寄
せ

し
過
ぎ

そ
も
そ
も
輸
入
依
存
度
が

高
い
と
い
う
こ
と
は
、
国
産

が
足
り
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。
酪
農
家
の
減
少
が
加

速
し
て
い
る
の
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
最
中
、
脱
脂
粉
乳

の
在
庫
が
多
い
か
ら
生
産
抑

制
だ
、
協
力
せ
ず
に
搾
っ
て

系
統
外
に
売
る
酪
農
家
に
は

補
助
金
を
出
さ
な
い
よ
う
に

し
よ
う
、
と
い
う
方
向
性
が

出
て
い
る
。

発
想
の
方
向
性
が
間
違
っ

て
い
る
。
今
こ
そ
、
酪
農
家

が
自
由
に
増
産
で
き
る
よ
う

に
す
る
の
が
不
可
欠
だ
。
国

内
生
産
が
多
す
ぎ
る
の
で
は

な
く
て
、
輸
入
が
多
す
ぎ
る

の
だ
。
他
の
国
の
よ
う
に
脱

脂
粉
乳
と
バ
タ
ー
の
在
庫
を

政
府
が
持
ち
、
需
給
状
況
に

応
じ
て
、
過
剰
時
に
買
い
入

れ
、
国
内
外
の
援
助
に
も
活

用
し
、
不
足
時
に
放
出
す
れ

ば
、
わ
ず
か
な
民
間
在
庫
増

加
で
、
こ
ん
な
に
酪
農
家
に

負
担
を
押
し
付
け
る
必
要
な

ど
な
い
。

酪
農
家
の
コ
ス
ト
に
見
合

う
乳
価
に
届
い
て
い
な
い
分

は
海
外
の
よ
う
に
補
て
ん
し

て
、
こ
れ
以
上
の
酪
農
家
の

減
少
を
食
い
止
め
な
く
て

は
、
本
当
に
子
ど
も
た
ち
に

牛
乳
が
飲
ま
せ
ら
れ
な
く
な

る
。輸

入
が
８
割
を
占
め
る
チ

ー
ズ
向
け
生
乳
を
増
や
す
内

外
価
格
差
補
て
ん
で
、
大
幅

に
国
産
へ
の
置
き
換
え
が
で

き
る
が
、
そ
れ
に
か
か
る
財

政
負
担
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
１

機
の
購
入
代
金
が
２
２
０
億

円
と
す
れ
ば
、
オ
ス
プ
レ
イ

１
機
の
半
分
を
酪
農
家
あ
る

い
は
メ
ー
カ
ー
に
補
て
ん
す

る
だ
け
で
で
き
る
。

食
料
・
農
業
・
農
村
を
守

る
の
は
国
民
の
命
を
守
る
安

全
保
障
の
コ
ス
ト
だ
と
認
識

す
れ
ば
、
そ
れ
を
渋
っ
て
、

農
家
を
苦
し
め
、
国
民
を
苦

し
め
る
愚
か
さ
に
一
刻
も
早

く
気
付
い
て
ほ
し
い
。

☆
コ
メ
騒
動
を
受
け
て
も

変
わ
ら
ぬ
「
コ
メ
過
剰
論
」

の
不
思
議

コ
メ
騒
動
が
深
刻
化
す
る

中
、
生
産
者
が
継
続
で
き
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
築
は

議
論
せ
ず
に
、
相
変
わ
ら
ず

減
産
を
要
請
し
て
い
る
。
猛

暑
が
常
態
化
し
て
低
品
質
米

が
増
え
て
い
る
こ
と
は
作
況

指
数
に
反
映
さ
れ
な
い
。
だ

か
ら
、
生
産
量
を
１０
万
ｔ
減

ら
す
と
減
ら
し
過
ぎ
に
な

る
。一

方
、
コ
メ
需
要
は
減
る

と
の
見
通
し
に
は
、
安
全
保

障
上
の
需
要
が
欠
落
し
て
い

る
。
９１
万
ｔ
、
消
費
の
１
・

５
ヵ
月
分
で
不
測
の
事
態
で

は
、国
民
の
命
は
守
れ
な
い
。

小
麦
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

輸
入
が
減
る
リ
ス
ク
も
高
ま

っ
て
い
る
中
、
コ
メ
の
パ
ン

や
麺
、
コ
メ
の
飼
料
を
増
や

す
の
は
国
家
戦
略
的
な
安
全

保
障
上
の
コ
メ
需
要
で
、
貧

困
層
増
大
の
下
で
の
フ
ー
ド

バ
ン
ク
や
子
供
食
堂
を
通
じ

た
コ
メ
支
援
も
必
要
だ
。
そ

れ
ら
を
合
わ
せ
た
ら
コ
メ
需

要
は
莫
大
に
あ
り
、
減
反
し

て
い
る
場
合
で
は
な
い
。

☆
国
家
観
な
き
歳
出
削
減

か
ら
の
脱
却
〜
農
と
食
と
命

守
る
政
策
実
現
に
向
け
て

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
と

完
全
に
逆
行
す
る
事
態
が
さ

ら
に
判
明
し
た
。
最
近
、
財

政
当
局
の
農
業
予
算
に
対
す

る
考
え
方
が
次
の
よ
う
に
示

さ
れ
た
。

１

農
業
予
算
が
多
す
ぎ
る

２

飼
料
米
補
助
を
や
め
よ

３

低
米
価
に
耐
え
ら
れ
る

構
造
転
換

４

備
蓄
米
を
減
ら
せ

５

食
料
自
給
率
を
重
視
す

る
な

そ
こ
に
は
、
歳
出
削
減
し

か
念
頭
に
な
く
、現
状
認
識
、

大
局
的
見
地
の
欠
如
が
懸
念

さ
れ
る
。
１
９
７
０
年
の
段

階
で
１
兆
円
近
く
あ
り
、
防

衛
予
算
の
２
倍
近
く
だ
っ
た

農
水
予
算
は
、
５０
年
以
上
た

っ
た
今
も
２
兆
円
ほ
ど
で
、

国
家
予
算
比
で
１２
％
近
く
か

ら
２
％
弱
ま
で
に
減
ら
さ
れ

て
き
た
。
１０
兆
円
規
模
に
膨

れ
上
が
っ
た
防
衛
予
算
と
の

格
差
は
大
き
い
。

軍
事
・
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
国
家
存
立
の
３
本
柱
と

も
い
わ
れ
る
が
、
中
で
も
一

番
命
に
直
結
す
る
安
全
保
障

（
国
防
）
の
要
は
食
料
・
農

業
だ
。
そ
の
予
算
が
減
ら
さ

れ
続
け
、か
つ
、世
界
的
食
料

争
奪
戦
の
激
化
と
国
内
農
業

の
疲
弊
の
深
刻
化
の
下
で
、

ま
だ
高
水
準
だ
と
い
う
認
識

は
国
家
戦
略
の
欠
如
だ
。

海
外
か
ら
の
穀
物
輸
入
も

不
安
視
さ
れ
る
中
、
水
田
を

水
田
と
し
て
維
持
し
て
飼
料

米
も
増
産
す
る
こ
と
が
、
安

全
保
障
上
も
不
可
欠
と
の
方

針
で
進
め
て
き
た
飼
料
米
助

成
は
、
ま
さ
に
国
家
戦
略
の

は
ず
だ
。
そ
れ
を
、
２
階
に

上
げ
て
梯
子
を
外
す
よ
う

に
、
金
額
が
増
え
て
き
た
か

ら
終
了
と
い
う
だ
け
の
論
理

は
破
綻
し
て
い
る
。

ま
た
、
規
模
拡
大
と
コ
ス

ト
削
減
は
必
要
だ
が
、
日
本

の
土
地
条
件
で
は
限
界
が
あ

る
こ
と
を
無
視
し
た
議
論
は

空
論
だ
。
日
本
に
も
１
０
０

�
の
稲
作
経
営
も
あ
る
が
、

水
田
が
１
０
０
ヵ
所
以
上
に

分
散
し
、
規
模
拡
大
し
て
も

コ
ス
ト
が
下
が
ら
な
く
な
る

（
稲
作
も
２０
�
以
上
に
な
る

と
６０
㎏
当
た
り
生
産
費
が
上

昇
し
始
め
る
）
。

中
国
は
１４
億
人
の
人
口
が

１
年
半
食
べ
ら
れ
る
だ
け
の

食
料
備
蓄
に
乗
り
出
し
て
い

る
。
世
界
情
勢
悪
化
の
中
、

１
・
５
ヵ
月
分
程
度
の
コ
メ

備
蓄
で
、
不
測
の
事
態
に
子

ど
も
た
ち
の
命
を
守
れ
る
わ

け
が
な
い
。
今
こ
そ
総
力
を

あ
げ
て
増
産
し
備
蓄
も
増
や

す
の
が
不
可
欠
な
と
き
に
、

備
蓄
を
減
ら
せ
と
い
う
話
が

な
ぜ
出
て
く
る
の
か
。

「
い
つ
で
も
お
金
を
出
せ

ば
安
く
輸
入
で
き
る
」
時
代

が
終
わ
っ
た
今
こ
そ
、
国
民

の
食
料
は
国
内
で
ま
か
な
う

「
国
消
国
産
」
、
食
料
自
給

率
の
向
上
が
不
可
欠
で
、
投

入
す
べ
き
安
全
保
障
コ
ス
ト

の
最
優
先
課
題
の
は
ず
な
の

に
、
食
料
自
給
率
向
上
に
予

算
を
か
け
る
の
は
非
効
率

だ
、
輸
入
す
れ
ば
よ
い
、
と

い
う
論
理
は
、
危
機
認
識
力

と
国
民
の
命
を
守
る
視
点
の

欠
如
だ
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
考
え

方
が
２５
年
ぶ
り
に
改
定
さ
れ

た
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
に
も
色
濃
く
反
映
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
事
態
の
深
刻
さ

を
物
語
る
。

２５
年
度
農
林
水
産
関
係
予

算
案
の
う
ち
、
畜
産
・
酪
農

関
係
の
主
な
事
業
は
次
の
と

お
り
。
（

）
内
は
２４
年
度

当
初
予
算
。

○
畜
産
生
産
体
制
の
強
化

８
億
円
（
同
額
）
。

遺
伝
子
解
析
技
術
等
を
活

用
し
た
家
畜
改
良
の
推
進
、

肉
用
牛
の
出
荷
月
齢
の
早
期

化
、
和
牛
の
信
頼
確
保
の
た

め
の
遺
伝
子
型
の
検
査
、
乳

用
牛
の
長
命
連
産
性
向
上
に

資
す
る
取
り
組
み
等
を
支

援
。

○
畜
産
生
産
力
・
生
産
体

制
強
化
対
策
事
業

７
・
７４
億
円（
７
・
７８
億
円
）

肉
用
牛
・
乳
用
牛
・
豚
等

の
改
良
や
、
肉
用
牛
の
肥
育

期
間
の
短
縮
、
和
牛
の
信
頼

確
保
の
た
め
の
遺
伝
子
型
の

検
査
等
へ
支
援
。

○
飼
料
生
産
基
盤
立
脚
型

酪
農
・
肉
用
牛
産
地
支
援

５６
億
円
の
内
数
（
―
）

酪
農
・
肉
用
牛
経
営
者
等

が
連
携
し
た
有
機
飼
料
の
生

産
拡
大
等
の
取
り
組
み
支
援

な
ど
。

○
草
地
関
連
基
盤
整
備

（
公
共
）

３
３
３
１
億
円
の
内
数
（
３

３
２
６
億
円
の
内
数
）

草
地
に
立
脚
し
た
、
畜
産

経
営
の
展
開
に
必
要
と
な
る

基
盤
整
備
等
を
推
進
。

○
畜
産
・
酪
農
経
営
安
定

対
策

２
３
０
３
億
円
（
２
２
９
６

億
円
）

牛
マ
ル
キ
ン
、
豚
マ
ル
キ

ン
、
加
工
原
料
乳
生
産
者
補

給
金
等
に
よ
り
、
経
営
の
安

定
を
支
援
。

２
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

２
月

７
〜
８
日

関
東
地
区
開
拓

営
農
推
進
協
議
会
研
修

会
（
静
岡
）

１３
〜
１４
日

九
州
開
拓
連
絡

協
議
会
研
修
会
（
鹿
児

島
）

１９
日

全
開
連
総
務
責
任
者

会
議
（
東
京
）

２１
日

肥
後
開
拓
農
協
枝
肉

共
進
会
（
熊
本
）

２８
〜
１
日

全
開
連
開
拓
豚

部
会
九
州
支
部
研
修
会

（
佐
賀
）

２４年度の農水関係補正予算の主な事項（畜産・酪農）

６４億円

１３３億円

５０億円

１７０億円

３７１億円

１０３億円

１０３億円

９１億円

・国内肥料資源の利用拡大対策
堆肥の高品質化、ペレット化等に必要な施設整備等

・国産飼料生産・利用拡大緊急対策
国産飼料の生産・利用拡大等

・乳用牛の長命連産性向上対策
長命連産性の高い牛群への転換を支援等

・和牛肉需要拡大緊急対策
和牛肉の需給改善、新規需要開拓等を支援

・畜産クラスター事業等
飼料等の生産基盤強化、新規就農への設備投資等

・国産チーズの競争力強化 （内数）
酪農家の原料乳高品質化・コスト低減への取り組み等

・脱脂粉乳の在庫低減・需要拡大 （内数）
脱脂粉乳の在庫低減や需要拡大等を支援

・家畜伝染病・家畜衛生対策
家畜伝染病、重要病害虫の侵入・まん延の防止

これ以上酪農家、稲作農家に負担を押し付けてはならないこれ以上酪農家、稲作農家に負担を押し付けてはならない
いまだに国産が過剰と言い続ける愚かさいまだに国産が過剰と言い続ける愚かさ

東京大学大学院特任教授・名誉教授 鈴木宣弘氏

食料・農業 知っておきたい話 第１４０回２４
年
度
農
水
補
正
予
算（
畜
産
・
酪
農
）の
概
要

２４
年
度
農
水
補
正
予
算（
畜
産
・
酪
農
）の
概
要

２５
年
度
農
水
予
算
案（
畜
産
・
酪
農
）の
概
要

２５
年
度
農
水
予
算
案（
畜
産
・
酪
農
）の
概
要
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農
水
省
は
１２
月
２５
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
畜
産
部
会
を
開
き
、
２５
年

度
の
畜
産
物
価
格
等
に
つ
い

て
諮
問
し
、
答
申
を
受
け
て

決
定
し
た
。

加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給

金
は
１
㎏
当
た
り
１７
銭
上
げ

の
９
円
０９
銭
。
集
送
乳
調
整

金
が
同
５
銭
上
げ
の
２
円
７３

銭
と
な
っ
た
。
ま
た
、
調
整

金
は
関
連
対
策
（
ａ
ｌ
ｉ
ｃ

事
業
）
で
１
銭
上
げ
の
８
銭

と
な
り
、
合
計
で
２３
銭
上
げ

の
１１
円
９０
銭
と
な
っ
た
。

畜
産
部
会
で
の
委
員
の
意

見
と
し
て
、
「
牛
舎
の
修
繕

等
、
本
来
は
必
要
だ
が
算
定

に
含
ま
れ
な
い
コ
ス
ト
の
加

味
が
必
要
」
「
１
頭
当
た
り

の
生
産
コ
ス
ト
が
１
０
３
万

円
を
超
え
、
酪
農
家
戸
数
が

１
万
戸
を
割
る
状
況
。
所
得

の
確
保
に
向
け
、
引
き
続
き

取
り
組
み
が
必
要
」
な
ど
の

更
な
る
要
望
が
出
さ
れ
た
。

肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金

の
保
証
基
準
価
格
は
、
黒
毛

和
種
が
１
万
円
上
げ
の
５７
万

４
０
０
０
円
と
な
り
、
乳
用

種
と
交
雑
種
は
据
え
置
き
と

な
っ
た
。

合
理
化
目
標
価
格
は
、
黒

毛
和
種
が
２
０
０
０
円
上
げ

の
４４
万
６
０
０
０
円
と
な

り
、
乳
用
種
と
交
雑
種
は
据

え
置
き
と
な
っ
た
。

畜
産
部
会
で
の
委
員
の
意

見
と
し
て
、
「
生
産
費
統
計

は
様
々
な
も
の
に
使
用
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
実
態

に
合
っ
て
い
る
の
か
、
よ
く

検
討
し
て
欲
し
い
」
な
ど
の

要
望
も
出
さ
れ
た
。

農
水
省
は
１２
月
２７
日
、
和

子
牛
産
地
の
基
盤
強
化
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
に
奨
励
金

を
交
付
す
る
「
和
子
牛
産
地

基
盤
強
化
緊
急
特
別
対
策
事

業
（
以
下
、
特
別
対
策
）
」

を
２５
年
度
に
実
施
す
る
こ
と

を
公
表
し
た
。

特
別
対
策
は
、
ブ
ロ
ッ
ク

別
平
均
売
買
価
格
が
発
動
基

準
（
黒
毛
和
種
は
最
大
６１
万

円
）
を
下
回
っ
た
場
合
に
、

取
り
組
み
に
応
じ
て
最
大
３

万
円
／
頭
を
定
額
で
交
付
す

る
「
優
良
和
子
牛
生
産
推
進

緊
急
支
援
事
業
（
以
下
、
緊

急
事
業
）
」
に
上
乗
せ
す
る

形
で
交
付
さ
れ
る
。
実
施
は

２５
年
度
限
り
と
な
る
。

特
別
対
策
の
発
動
基
準

は
、
黒
毛
和
種
が
６１
万
円
、

褐
毛
和
種
が
５６
万
円
、
そ
の

他
肉
専
用
種
が
３６
万
円
に
設

定
。基
準
を
下
回
っ
た
際
に
、

奨
励
金
と
し
て
１
万
円
（
離

島
の
生
産
者
は
５
万
円
）
交

付
さ
れ
る
。

交
付
を
受
け
る
に
は
、
表

に
記
載
の
３
つ
の
必
要
取
り

組
み
の
中
か
ら
い
ず
れ
か
１

つ
を
行
っ
て
い
る
必
要
が
あ

る
。
な
お
、
緊
急
事
業
の
交

付
対
象
は
販
売
さ
れ
た
子
牛

が
対
象
と
な
っ
て
い
た
が
、

特
別
対
策
で
は
自
家
保
留
牛

も
対
象
と
な
る
。

農
水
省
は
１２
月
２４
日
、「
２３

年
農
業
総
産
出
額
及
び
生
産

農
業
所
得
（
全
国
、
都
道
府

県
別
）
」
を
公
表
し
た
。
２３

年
の
畜
産
総
産
出
額
は
３
・

７
兆
円
で
、
昨
年
に
続
き
過

去
最
高
額
と
な
っ
た
。

【
肉
用
牛
】

生
産
基
盤
の
強
化
が
推
進

さ
れ
、
和
牛
改
良
の
進
展
や

飼
養
管
理
技
術
の
向
上
な
ど

で
、
高
品
質
な
牛
肉
の
割
合

が
増
加
し
て
き
て
い
る
。
牛

肉
の
輸
出
も
増
加
傾
向
で
推

移
し
て
き
た
が
、
２３
年
は
前

年
よ
り
５
６
１
億
円
（
６
・

８
％
）
減
少
し
、
７
６
９
６

億
円
と
な
っ
た
。

和
牛
と
交
雑
種
の
出
荷
頭

数
は
引
き
続
き
増
加
し
て
い

る
が
、
和
牛
肉
の
需
要
が
軟

調
に
推
移
し
価
格
が
低
下
し

た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
て
い

る
と
し
て
い
る
。

【
生
乳
】

生
産
基
盤
強
化
の
進
展
を

背
景
に
、
生
乳
生
産
量
は
１８

年
以
降
増
加
傾
向
で
推
移
し

て
き
た
が
、
２３
年
は
減
少
に

転
じ
た
。
し
か
し
、
２３
年
の

産
出
額
は
、
前
年
よ
り
３
９

４
億
円
（
５
・
０
％
）
増
加

し
、
８
３
１
０
億
円
と
な
っ

た
。夏

場
の
猛
暑
に
加
え
、
需

給
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
に
向
け

た
生
産
抑
制
で
生
産
量
が
減

少
し
た
も
の
の
、
飲
用
等
向

け
及
び
乳
製
品
向
け
乳
価
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
な
ど

が
要
因
と
し
て
い
る
。

【
豚
】

飼
養
管
理
技
術
の
向
上
な

ど
で
豚
の
出
荷
頭
数
は
増
加

傾
向
で
推
移
し
て
い
る
が
、

巣
ご
も
り
や
節
約
志
向
の
高

ま
り
に
よ
る
需
要
増
加
で
豚

肉
価
格
は
堅
調
に
推
移
し
て

お
り
、
近
年
、
豚
の
産
出
額

は
６
０
０
０
億
円
台
で
推
移

し
て
き
た
。

２３
年
は
、
前
年
に
比
べ
４

８
１
億
円
（
７
・
２
％
）
増

加
し
、
７
１
９
４
億
円
と
な

っ
た
。
出
荷
頭
数
は
前
年
を

下
回
っ
た
も
の
の
、
引
き
続

き
需
要
が
高
く
、
価
格
が
堅

調
に
推
移
し
た
こ
と
な
ど
が

寄
与
し
た
と
し
て
い
る
。

な
お
、
各
品
目
の
産
出
額

上
位
県
を
見
る
と
、
北
海
道

が
生
乳
と
肉
用
牛
、
鹿
児
島

県
が
豚
で
首
位
と
な
っ
て
い

る
。
肉
用
牛
の
産
出
額
で
北

海
道
が
首
位
に
な
る
の
は
、

統
計
開
始
以
降
初
め
て
の
こ

と
で
あ
る
。

（
野
菜
等
の
産
出
額
は
６
面
）

ふ
く
り
ょ
う
ぜ
ん

福
島
県
相
馬
市
の
副
霊
山

開
拓
は
、
県
北
東
部
の
宮
城

県
と
の
県
境
に
位
置
す
る
。

標
高
５
０
０
〜
６
０
０
ｍ

の
山
間
部
で
、
冬
に
は
３０
〜

４０
㎝
程
の
積
雪
と
な
る
。

先
遣
隊
が
、
西
側
に
あ
っ

た
伊
達
郡
霊
山
村
（
現
霊
山

町
）
か
ら
、
山
越
え
し
て
同

地
に
入
植
し
た
の
が
４６
年
。

そ
れ
か
ら
満
州
や
樺
太
な
ど

か
ら
の
引
き
揚
げ
者
な
ど
１

２
２
名
が
入
植
し
た
。
４８
年

に
は
副
霊
山
開
拓
農
業
協
同

組
合
が
設
立
さ
れ
た
。

入
植
当
初
は
、
自
分
た
ち

が
食
べ
る
物
か
ら
作
付
し
、

ダ
イ
コ
ン
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な

ど
、季
節
ご
と
に
生
産
し
た
。

５３
年
か
ら
２
年
続
け
て
大

冷
害
に
見
舞
わ
れ
、
主
要
農

産
物
の
収
穫
が
皆
無
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、

道
路
建
設
や
、
営
林
署
の
払

し
ん
た
ん

下
げ
の
薪
炭
事
業
で
な
ん
と

か
生
活
苦
を
切
り
抜
け
た
。

山
間
地
と
い
う
立
地
条
件

を
考
慮
し
た
上
で
、
主
穀
物

生
産
体
制
か
ら
主
畜
生
産
体

制
に
切
り
替
わ
り
、
５４
年
に

乳
牛
２１
頭
が
導
入
さ
れ
た
。

数
名
が
北
海
道
に
一
年
間

研
修
に
行
き
、
戻
っ
て
か
ら

は
指
導
員
と
し
て
酪
農
指
導

に
当
た
る
と
い
う
こ
と
が
、

３
期
ほ
ど
続
い
た
。
開
拓
者

全
員
が
一
致
団
結
し
て
取
り

組
ん
だ
結
果
、
５７
年
５
月
、

つ
い
に
牛
乳
の
初
出
荷
が
実

現
し
た
。
一
時
期
は
、
農
家

全
戸
が
酪
農
を
営
む
と
い
う

ま
と
ま
り
を
み
せ
た
。

６７
年
に
は
副
霊
山
ブ
ロ
イ

ラ
ー
組
合
が
発
足
、
開
拓
組

合
、
食
品
工
場
の
三
者
契
約

で
養
鶏
事
業
も
軌
道
に
乗
っ

た
。
酪
農
と
共
に
努
力
し
合

い
、
県
下
に
誇
る
畜
産
団
地

に
発
展
し
て
い
っ
た
。

ま
た
、
高
冷
地
の
特
色
を

活
か
し
た
、種
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

種
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
の
採
種
ほ

場
の
拡
張
も
推
進
し
た
。

９６
年
に
開
拓
５０
周
年
記
念

碑
が
建
て
ら
れ
、
高
冷
地
農

業
の
悪
条
件
を
乗
り
越
え
て

の
繁
栄
を
讃
え
た
。

こ
の
地
域
は
、
１１
年
の
福

島
原
発
事
故
の
際
も
避
難
区

域
に
当
た
ら
ず
、
現
在
も
多

く
の
農
家
が
営
農
を
続
け
て

い
る
。

表 農業総産出額等の推移 （億円）
２０２０ ２０２１ ２０２２ ２０２３

農業総産出額 ８９，３６９ ８８，３８０ ９０，０１０ ９４，９９１
０．５％ △１．１％ １．８％ ５．５％

肉用牛 ７，３８５ ８，２３２ ８，２５７ ７，６９６
△６．３％ １１．５％ ０．３％ △６．８％

生乳 ７，７９７ ７，８６１ ７，９１６ ８，３１０
２．２％ ０．８％ ０．７％ ５．０％

豚 ６，６１９ ６，３６０ ６，７１３ ７，１９４
９．２％ △３．９％ ５．６％ ７．２％

生産農業所得 ３３，４３３ ３３，４７８ ３１，０５０ ３２，９３０
０．７％ ０．１％ △７．３％ ６．１％

上段 :実額、下段 : 対前年増減率、△はマイナス
（農水省の資料を基に作成）

２０２５年度 畜産物政策価格
加工原料乳生産者補給金単価、

集送乳調整金単価及び総交付対象数量
前年度比
＋０．１７円／㎏
＋０．０５円／㎏
＋０．０１円／㎏
＋０．２３円／㎏

据え置き
据え置き
据え置き

２０２５年度
９．０９円／㎏
２．７３円／㎏
０．０８円／㎏
１１．９０円／㎏

３２５万ｔ
１８万ｔ
３４３万ｔ

生産者補給金
集送乳調整金
［関連対策 alic］
合計
総交付対象数量
［関連対策 alic］
合計

肉用子牛の保証基準価格及び
合理化目標価格 （円／頭）

前年度比
＋１０，０００
＋９，０００
＋６，０００
据え置き
据え置き
＋２，０００
＋２，０００
＋１，０００
据え置き
据え置き

２０２５年度
５７４，０００
５２３，０００
３３４，０００
１６４，０００
２７４，０００
４４６，０００
４０６，０００
２５９，０００
１１０，０００
２１６，０００

黒毛和種
褐毛和種
その他の肉専用種
乳用種
交雑種
黒毛和種
褐毛和種
その他の肉専用種
乳用種
交雑種

保
証
基
準
価
格

合
理
化
目
標
価
格

表 ２５年度和子牛産地基盤強化緊急特別対策事業
発動額

離島等

５万円

各和子牛産地で下の内容を含む基盤強
化計画を作成。下の取り組みのいずれ
か１つを行う生産者に対し、奨励金を
交付。
①地域内自給飼料の生産・利用
②早期出荷に向けた地域内一貫生産
③需給に応じた生産（子牛や枝肉の需
給・価格状況、消費者ニーズに関す
る勉強会等の実施）

離島等以外

１万円

発動基準

６１万円
５６万円
３６万円

品種区分

黒毛和種
褐毛和種
その他肉専

必要取り組み

２５年度
畜産物価格

加
工
乳
補
給
金
等
２３
銭
上
げ

県有数の畜産団地に発展
福島県相馬市・副霊山開拓

黒
毛
和
種
子
牛
保
証
基
準
価
格
１
万
円
上
げ

肉
用
子
牛
に
１
万
円
／
頭
上
乗
せ

肉
牛
は
価
格
低
下
で
減
少

和
子
牛
産
地
基
盤
強
化
緊
急
特
別
対
策
事
業

２３
年
農
業
総
産
出
額（
畜
産
）
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前
月
号
で
紹
介
し
た
㈱
イ

ひ
ら

く

え

ソ
シ
ン
フ
ァ
ー
ム
の
平
久
江

さ
と

み

利
実
社
長
の
発
表
が
、
２４
年

度
全
国
優
良
畜
産
経
営
管
理

技
術
発
表
会
で
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
。「
祖
父
か
ら
孫
へ
、

『
愛
』
の
バ
ト
ン
リ
レ
ー
―

地
域
に
根
差
し
た
耕
畜
連
携

・
循
環
型
農
業
の
実
現
―
」

と
題
し
て
行
わ
れ
た
発
表
の

内
容
を
紹
介
す
る
。

★★
離
農
農
家
か
ら
の
農
地

を
引
き
受
け

現
在
、
㈱
イ
ソ
シ
ン
フ
ァ

ー
ム
は
交
雑
種
・
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
を
中
心
に
９
５
０
頭

を
飼
養
し
て
お
り
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ

用
を
中
心
と
し
た
水
稲
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
と
の
複
合
経
営

を
、
利
実
社
長
と
母
・
由
美

子
さ
ん
、
祖
父
・
進
さ
ん
の

３
世
代
で
協
力
し
て
行
っ
て

い
る
。

初
代
社
長
で
あ
る
進
さ
ん

は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
当
時
に

資
材
価
格
の
高
騰
に
苦
し
ん

だ
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
自

給
飼
料
を
中
心
と
し
た
経
営

へ
と
切
り
替
え
て
い
っ
た
。

利
実
さ
ん
も
そ
の
理
念
を
受

け
継
ぎ
、
地
域
の
離
農
農
家

等
か
ら
申
し
出
が
あ
れ
ば
、

こ
れ
を
積
極
的
に
引
き
受
け

る
な
ど
し
て
粗
飼
料
生
産
に

取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
、

現
在
で
は
粗
飼
料
自
給
率
約

９５
％
の
経
営
を
実
現
。

ま
た
、
開
拓
牛
（
乳
用
去

勢
牛
）
の
配
合
飼
料
は
２０
％

を
、
利
実
社
長
が
生
産
し
た

も
の
も
含
め
、
栃
木
県
内
で

生
産
さ
れ
た
飼
料
用
米
に
置

き
換
え
て
お
り
、
新
た
な
取

り
組
み
に
も
挑
戦
し
続
け
て

い
る
。

★★
循
環
型
農
業
の
実
践

自
家
製
堆
肥
は
、
地
域
の

耕
種
農
家
３４
戸
と
の
耕
畜
連

携
に
よ
り
、
稲
わ
ら
と
交
換

し
て
い
る
ほ
か
、
近
隣
の
果

樹
農
家
な
ど
、
希
望
す
る
全

て
の
人
に
提
供
し
て
い
る
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
も
、
堆
肥
の

有
効
利
用
の
一
貫
と
し
て
０６

年
か
ら
生
産
を
始
め
た
。

★★
安
心
安
全
な
牛
肉
生
産

牛
肉
は
、
生
活
協
同
組
合

へ「
栃
木
開
拓
牛（
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
雄
）
」、「
ほ
う
き
ね
牛

（
交
雑
）」
と
し
て
販
売
し
て

い
る
。こ
の
素
牛
は
、近
隣
の

那
須
箒
根
酪
農
協
の
開
拓
酪

農
場
の
ほ
か
、
提
携
農
家
で

生
ま
れ
た
子
牛
を
導
入
・
肥

育
し
た
も
の
で
、
栃
木
県
開

拓
農
協
と
那
須
箒
根
酪
農
協

が
連
携
し
て
地
域
内
乳
肉
一

貫
生
産
を
実
現
し
て
い
る
。

★★
地
域
農
業
の
維
持
を
一

番
に利

実
社
長
は
、「
地
域
か
ら

の
依
頼
は
断
ら
な
い
」
を
経

営
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
歩
ん

で
き
た
。
地
域
の
農
業
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
を
一
番
に

考
え
た
結
果
、
飼
料
畑
面
積

は
当
初
の
８
倍
に
拡
が
り
、

ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
で
農
薬
散

布
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
作

業
時
間
を
従
来
の
３
分
の
１

に
短
縮
す
る
な
ど
し
て
経
営

規
模
を
拡
大
し
つ
つ
、
そ
の

維
持
に
も
努
め
て
い
る
。

最
後
に
利
実
社
長
は
、「
食

物
を
作
る
過
程
へ
の
関
心
は

ま
だ
低
い
と
感
じ
て
い
る
。

来
る
も
の
拒
ま
ず
の
姿
勢

で
、
農
業
に
興
味
の
あ
る
人

を
誰
で
も
受
け
入
れ
、
農
業

を
学
べ
る
場
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
た
。

農
水
省
は
１２
月
２０
日
、「
２４

年
農
業
技
術
１０
大
ニ
ュ
ー

ス
」
を
発
表
し
た
。
１
年
間

に
新
聞
記
事
で
注
目
を
集
め

た
、
大
学
や
公
立
試
験
研
究

機
関
・
国
立
研
究
開
発
法
人

な
ど
の
研
究
成
果
の
う
ち
、

内
容
が
優
れ
社
会
的
関
心
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
成
果
１０

課
題
を
農
業
技
術
ク
ラ
ブ

（
本
紙
を
含
む
農
業
関
係
専

門
紙
な
ど
３０
社
が
加
盟
）
に

よ
る
投
票
で
選
定
し
た
も

の
。
選
ば
れ
た
１０
大
ニ
ュ
ー

ス
は
次
の
と
お
り
。

①
「
両
正
条
植
え
」
で
縦

横
の
機
械
除
草
が
可
能
に
！

―
省
力
的
な
機
械
除
草
が
有

機
栽
培
の
拡
大
に
貢
献
（
農

研
機
構
）

②
「
ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
」
で

ら
く
ら
く
除
草
―
水
稲
の
有

機
栽
培
で
除
草
回
数
を
約
６

割
削
減
、
収
量
を
約
１
割
増

加
（
農
研
機
構
、
東
京
農
工

大
学
等
）

③
ス
ラ
リ
と
直
立
！
り
ん

ご
新
品
種
「
紅
つ
る
ぎ
」
を

開
発
―
り
ん
ご
栽
培
に
お
け

る
管
理
作
業
を
省
力
化
（
農

研
機
構
）

④
国
内
初
！
農
業
特
化
型

の
生
成
Ａ
Ｉ
を
開
発
―
三
重

県
で
実
証
実
験
開
始

将
来

的
に
は
全
国
規
模
で
農
業
情

報
を
提
供
（
農
研
機
構
、
北

海
道
大
学
等
）

⑤
餌
探
し
を
あ
き
ら
め
な

い
タ
イ
リ
ク
ヒ
メ
ハ
ナ
カ
メ

ム
シ
―
行
動
特
性
を
生
か
し

た
天
敵
昆
虫
の
育
成
（
農
研

機
構
）＝
本
紙
７
９
１
号（
３

月
号
）
で
紹
介

⑥
多
収
大
豆
品
種
「
そ
ら

み
ず
き
」
「
そ
ら
み
の
り
」

を
開
発
―
国
産
大
豆
の
安
定

供
給
や
自
給
率
向
上
に
貢
献

（
農
研
機
構
）

⑦
ズ
バ
ッ
と
計
算
！
酪
農

家
向
け
の
飼
料
設
計
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
―
最
も
低

コ
ス
ト
な
飼
料
メ
ニ
ュ
ー
と

飼
料
作
物
の
作
付
け
計
画
を

提
案
＝
本
紙
７
９
６
号
（
８

月
号
）
で
紹
介

⑧「
ハ
ウ
ス
に
テ
グ
ス
君
」

で
カ
ラ
ス
被
害
９
割
減
―
安

価
な
資
材
で
簡
単
施
工
（
農

研
機
構
）
＝
本
紙
７
９
０
号

（
２
月
号
）
で
紹
介

⑨
霜
や
ひ
ょ
う
を
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
で
予
測
！
高
精
度
の

気
象
予
測
シ
ス
テ
ム
を
開
発

―
気
象
リ
ス
ク
を
タ
イ
ム
リ

ー
に
ア
ラ
ー
ト
通
知
（
㈱
ウ

ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
）

⑩「
ア
ニ
マ
ル
ッ
ク
」が
実

現
す
る
家
畜
遠
隔
診
療
の
新

た
な
形
―
診
療
予
約
管
理
、

診
察
履
歴
管
理
、
ビ
デ
オ
通

話
に
よ
る
診
療
等
を
一
括
管

理（
Ｓ
Ｂ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱
）

今
月
号
か
ら
、
全
開
連
職

員
で
管
理
栄
養
士
の
資
格
を

持
つ
「
石
田
さ
ん
」
に
よ
る

国
産
の
農
畜
産
物
を
使
っ
た

お
い
し
い
レ
シ
ピ
を
紹
介
す

る
。〜

お
う
ち
で
堪
能
！
絶
品

開
拓
交
雑
種
牛
ス
テ
ー
キ
〜

☆
材
料
（
２
人
分
）

・
牛
肉

２
０
０
ｇ
程
度

の
ス
テ
ー
キ
用
肉
を
２
枚

・
塩

少
々

・
こ
し
ょ
う

少
々

・
オ
リ
ー
ブ
油

小
さ
じ

５
・
バ
タ
ー

小
さ
じ
５

・
ワ
イ
ン

大
さ
じ
１

〈
バ
タ
ー
ソ
ー
ス
〉

・
バ
タ
ー

２０
ｇ

・
レ
モ
ン
汁

４
ｇ

・
パ
セ
リ

０
・
６
ｇ

☆
作
り
方

①
肉
は
焼
く
３０
分
前
に
冷

蔵
庫
か
ら
出
し
、
室
温
に
戻

し
て
お
く

②
バ
タ
ー
ソ
ー
ス
は
、
バ

タ
ー
を
ク
リ
ー
ム
状
に
練

り
、
レ
モ
ン
汁
と
パ
セ
リ
の

み
じ
ん
切
り
を
練
り
ま
ぜ
、

ラ
ッ
プ
で
棒
状
に
巻
き
、
冷

蔵
庫
で
冷
や
し
て
お
く

③
牛
肉
は
、
筋
切
り
を
し

て
お
く
。
焼
く
直
前
に
肉
の

両
面
に
塩
・
こ
し
ょ
う
を
ふ

る
④
フ
ラ
イ
パ
ン
を
中
火
に

か
け
て
十
分
に
熱
し
、
オ
リ

ー
ブ
油
と
バ
タ
ー
を
入
れ

る
。
上
面
に
な
る
方
の
肉
を

下
に
し
て
強
火
で
約
３０
秒
焼

き
、
弱
火
に
し
て
肉
を
動
か

し
な
が
ら
１
分
間
焼
く
。
肉

の
周
り
が
灰
色
に
変
わ
り
、

赤
い
肉
汁
が
表
面
に
に
じ
み

出
て
き
た
ら
、
強
火
に
し
て

肉
を
裏
返
し
た
時
、
ワ
イ
ン

を
入
れ
、
上
面
同
様
に
、
強

火
３０
秒
、
弱
火
１
分
で
焼
き

上
げ
る

⑤
皿
に
肉
を
盛
り
付
け

る
。好
み
の
付
け
合
わ
せ（
ク

レ
ソ
ン
、
レ
モ
ン
）
を
添
え

る
。
②
の
バ
タ
ー
ソ
ー
ス
を

輪
切
り
に
し
て
肉
に
乗
せ
る

〜
リ
ー
フ
レ
タ
ス
と
ク
レ

ソ
ン
と
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー

ズ
の
サ
ラ
ダ
〜

☆
材
料
（
２
人
分
）

・
リ
ー
フ
レ
タ
ス

２
枚

・
ミ
ニ
ト
マ
ト

４
個

・
ク
レ
ソ
ン

１
／
２
束

・
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ

６
個
（
ひ
と
口
タ
イ
プ
）

・
お
好
み
の
ナ
ッ
ツ
（
ア

ー
モ
ン
ド
や
マ
カ
ダ
ミ
ア
ナ

ッ
ツ
等
）

・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
（
お
好

み
の
も
の
）

適
量

☆
作
り
方

①
リ
ー
フ
レ
タ
ス
は
食
べ

や
す
い
大
き
さ
に
ち
ぎ
る
。

ク
レ
ソ
ン
は
食
べ
や
す
い
長

さ
に
切
る
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
は

半
分
に
切
る

②
ナ
ッ
ツ
を
袋
に
入
れ
、

め
ん
棒
で
く
だ
く

③
器
に
①
と
モ
ッ
ツ
ァ
レ

ラ
チ
ー
ズ
を
盛
り
つ
け
、
②

を
散
ら
し
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

を
か
け
る

★
牛
肉
の
栄
養
素

・
た
ん
ぱ
く
質
↓
た
ん

ぱ
く
質
は
、
筋
肉
や
血
、

髪
、
爪
な
ど
私
た
ち
の
体

を
作
る
の
に
役
立
ち
ま

す
。
特
に
肉
の
た
ん
ぱ
く

質
は
良
質
で
す
！
（
体
で

作
る
こ
と
が
で
き
な
い
必

須
ア
ミ
ノ
酸
を
バ
ラ
ン
ス

良
く
含
む
た
め
で
す
）

・
鉄
↓
鉄
は
貧
血
を
予

防
し
ま
す
。

赤
身
肉
は
鉄
分
を
多
く

含
ん
で
い
ま
す
。
ヒ
レ
や

モ
モ
な
ど
脂
身
の
少
な
い
部

位
は
含
有
量
が
多
い
で
す
！

★
肉
料
理
と
ク
レ
ソ
ン

・
ク
レ
ソ
ン
は
ピ
リ
ッ
と

し
た
辛
味
や
苦
み
が
あ
る
の

が
特
徴
で
、
ス
テ
ー
キ
な
ど

の
肉
料
理
の
付
け
合
わ
せ
に

よ
く
使
わ
れ
ま
す
。

ク
レ
ソ
ン
に
含
ま
れ
る
辛

味
成
分
は
食
欲
を
増
進
さ
せ

る
作
用
が
あ
り
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
の
あ
る
肉
料
理
と
相
性
が

良
い
で
す
。

★
野
菜
に
つ
い
て

・
野
菜
は
ビ
タ
ミ
ン
を

多
く
含
み
ま
す
。
ビ
タ
ミ

ン
は
骨
や
皮
膚
、
粘
膜
な

ど
を
丈
夫
に
し
、
体
の
調

子
を
整
え
、
感
染
症
に
か

か
り
に
く
く
す
る
な
ど
の

働
き
が
あ
り
ま
す
！

色
が
濃
い
野
菜
は
緑
黄

色
野
菜
に
分
類
さ
れ
、
よ

り
多
く
の
ビ
タ
ミ
ン
を
含

み
ま
す
。
（
今
回
の
サ
ラ

ダ
は
ト
マ
ト
、
ク
レ
ソ
ン

が
緑
黄
色
野
菜
で
す
）

風
邪
が
流
行
っ
て
い
る

季
節
な
の
で
、
免
疫
力
ア

ッ
プ
の
た
め
、
メ
イ
ン
の

お
か
ず
に
野
菜
を
使
っ
た

簡
単
な
料
理
な
ど
を
加
え

る
と
良
い
で
し
ょ
う
！

水
稲「両正条植え」で
縦横の除草可能

２４年農業１０大ニュース
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畜産は経営開始時に莫大な初期投資
が必要となるため、一旦停止すると再
開することが非常に難しい。豚熱など
の疾病が発生した場合でも農場を維持
するために、農水省では農場の「分割
管理」を推奨している。「農場の分割
管理に当たっての対応マニュアル」か
ら、分割管理の内容を紹介する。
◎人・モノを分け「別農場扱い」に
養豚農場は、母豚舎・分娩舎・離乳
舎・肥育舎間で豚の移動があり、農場
ごとに管理方法が異なることから、「繫
殖・離乳と肥育で分離」や「離乳のみ
分離」などして、農場の実情に合わせ
た分割方法を検討することが重要とな
る。
◎衛生管理区域ごとに「１農場」
分割する区域が決定したら、区域ご
とに「衛生管理区域」を設定。分割し
た畜舎同士の境界には柵やフェンスを
設置するなど、境界を明確化する。衛

生管理区域ごとに、「１農場」の扱い
となる。分割した農場ごとに専用の出
入口を設け、手指消毒や衣服・靴の交
換を行う更衣室、車両の出入りの時の
消毒設備など、人やモノの出入りに必
要な設備を各々設置し、「別農場扱い」
とする。分割管理のイメージは図のと
おり。
人・モノなどの動線を分けて衛生管
理を行うことで、特定家畜伝染病が発
生しても、非発生農場は殺処分などの

対象外とすることができる。
◎農場間で豚を移動させる場合
豚の移動に移動通路やケージなどを
使う場合は、移動の前後で洗浄・消毒
などを行い、豚の移動時以外は境界部
分は扉・ゲートで閉めておく。また、
移動時に農場ごとの作業者が交差しな
いよう作業を行う。
◎導入家畜は指定の期間隔離、患畜
が出ても別農場は出荷できる場合も
家畜の導入の際には、防疫指針で定
められた「病性等判定日から遡る日数」
に基づき、日数が最長の豚熱に合わせ
て１０日以上、飼養している家畜から隔
離し、感染していた場合のまん延を防
ぐ。

また、家畜が疾病を発症した場合に
は、患畜発生農場と同一の管理者が複
数の農場の飼養管理者になっている場
合でも、「対象疾病感染が否定されて
いる」「発生時の立ち入り検査の際に
飼養衛生管理基準の遵守が確認されて
いる」などの一定の条件を満たす場合
には、疑似患畜から除外される場合が
ある。患畜が発生した際には、所管の
家畜保健衛生所などに対応を相談す
る。
◎要望調査でより良い管理方法に
２５年４月からは、各県を通じて、農
協・生産者に要望調査が行われる。疾
病が発生しても経営を諦めずに続けら
れる取り組みにしたい。

円安等によるコスト増加などによ
り、畜産経営を取り巻く環境は非常に
厳しい状況にある。（公社）中央畜産
会が、経営改善指導とセットで借換資
金を融資する「畜産リノベ資金（旧畜
産特別資金）」を紹介する。
□借入金は長期・低利の返済
畜産経営に係る借入金のうち、毎年

の返済金額の不足分を限度額として、
長期・低利で借り換えることができる。
期限は、酪農・肉用牛経営は２５年以内
（据置期間５年以内）、養豚経営は１５
年以内（同５年以内）。金利は１．４％
（２４年１２月１８日現在）となっている。
貸付けは原則として５月３１日と１１月

３０日だが、状況に応じて別途相談もで

きる。
□新規投資と併用可能
な場合も
借り換えを行うと、個
々の経営課題に対し、畜
産協会・行政機関などで
構成する「支援協議会」
の指導を受けて経営改善
に取り組むこととなる。
また、同資金の借入を行
っていても、支援協議会
で真に経営改善に必要と
判断される機械・施設な
どの新たな投資について
は認められる場合もあ
る。
借入の検討に当たって
は、地域の農協、自治体
等に相談を。

全国共済農業協同組合連合会は１２月
１１日、「２０代の農業に関する意識と実
態調査」結果を公表した。
◆調査結果①：全国の２０代の男女１
万人に「将来、農業をやってみたいか」
質問したところ、回答は図のとおり。
５２．１％の人がやってみたいと回答し
た。
◆調査結果②：農業をやってみたい

２０代の男女７００人（大学生２００人と会社
等で働くビジネスパーソン５００人）に質
問したところ、「農業に従事するのに
必要な力」は「体力」６１．９％、「忍耐
力」４６．４％、「計画力」が４４．０％の順で
高かった。そのうち、「現在の自分に
足りていない力」は、「体力」が３３．４％、
「経営力」が２９．６％、「判断力」が２４．１％
の順で高かった。
「すぐに農業を始めない理由」は、

「最初は安定した収入を得たいと思っ
たから」が５２．９％、「いきなり農業を始
める勇気がなかったから」が４３．９％、
「普通に就活して就職してみたいと思
ったから」が３９．０％の順で高かった。
「今後農業を始めるために準備をして
いること」は、「農業に関する情報収集」
が３２．７％、「資金を貯めている」が
３０．４％、「農業をしている人などから話
を聞く」が２８．６％の順で高かった。

（一社）酪農ヘルパー全国協会は１２
月２日、２４年の「酪農ヘルパーの利用
実態（速報）」を公表した。ヘルパー
要員数は前回調査から引き続き減少し
ており、担い手ヘルパーの確保が課題
となっている。
２４年８月１日現在の酪農ヘルパー要
員は全国で１４５４人（前年比３８人減）。
うち、専任ヘルパーは８４３人（５４人減）、
臨時ヘルパーは６１１人（１６人増）。女性
の専任ヘルパーは１２３人（４人増）で、
北海道は６９人（３人増）、都府県は５４
人（１人増）だった。

全国の酪農ヘルパー利用組合数は
２５７組合（北海道８５組合、都府県１７２組
合）で、前年から２組合減少。利用組
合参加戸数は北海道が２１５戸減、都府県
が３３７戸減の８２９１戸（１利用組合当たり
３２．９戸）。
２３年度の利用農家１戸当たりの年間
利用日数は全国平均で２４．９３日（前年度
比０．９７日増）。北海道が２４．８０日（０．５５日
増）、都府県が２５．０４日（１．３１日増）利
用している。
年間１２日以上利用した農家は、利用
農家全体のうち６８．５％（前年度比１．３㌽
増）。北海道は６１．６％（０．７㌽増）、都府
県は７４．５％（２．０㌽増）となっている。

農場「分割管理」でリスク分散
疾病発生後も農場守る

返済困難分の借り換えに
畜産リノベ資金

２０代の５割以上が農業に興味
将来的なセカンドキャリア念頭に

（公社）中央畜産会の資料から

人手不足傾向続く
２４年酪農ヘルパー調査
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農水省が１２月に公表した「２５年度夏
秋野菜等の需給ガイドライン」による
と、多くの品目で２３年実績より需要量
の増加が見込まれている。
同ガイドラインは、野菜価格安定制
度の登録生産者や登録出荷団体が、夏
秋野菜などの供給計画を作成する際の
目安として、年２回、次期作の需要量、
供給量、作付面積に関して作成してい
る。２５年６月から２６年３月までに出荷

される夏秋野菜等１２品目について推計
している。
〈需要量〉
過去１０年間の１人当たり需要量（純

食料ベース＝野菜の芯などの通常食さ
ない部分を除いた量）の推移から、１
人当たり需要量を推計し、これに当該
年次の推計人口を乗じ、実績の需給バ

ランスも考慮して表のように見込ん
だ。
２３年実績より増加が見込まれるのは
９品目で、秋ニンジンが６．５％増、大玉
トマトが４．７％増、ミニトマトと秋冬ネ
ギがともに４．０％増などとなっている。
減少が見込まれるのは３品目で、夏秋
レタスが３．４％減、夏秋ナスが０．８％減、
夏秋キュウリが０．５％減となっている。
〈国内産供給量〉
国内産供給量は、供給量（輸入量含
む）を基に、輸入動向を勘案して推計。
２３年実績より増加が見込まれるのは８
品目で、秋ニンジンが１１．３％増秋冬ネ
ギが４．８％増、夏秋ピーマンと大玉トマ
トが４．６％増などとなっている。減少が
見込まれるのは４品目で、夏秋レタス
が４．０％減、夏秋キャベツが１．５％減な
どとなっている。
〈作付面積〉
作付面積は、国内産供給量を過去１０
年の単収の推移から推計した単収で割
り算することで算出。全国の作付面積
の指標となる。２４年度ガイドラインに
比べ、夏秋ピーマンをはじめとした６
品目が増加または増減なしとした一
方、秋冬サトイモなど６品目は減少し
ている。

農水省は１２月２４日に「２３年農業総産
出額及び生産農業所得（全国、都道府
県別）」を公表した。
統計によると、農業総産出額は、耕
種では米や野菜、畜産では鶏卵の価格
が上昇したことなどから、前年に比べ
４９８１億円（５．５％）増加し、９兆４９９１億
円となった。また、生産農業所得は、
農産物の価格が上昇したことなどか
ら、前年より１８８０億円（６．１％）増加し、
３兆２９３０億円となった。
ここでは、米、イモ類、野菜、果実、
茶の５品目の産出額について紹介す
る。

【米】
国内の人口減少や多様化する消費者
ニーズなどを背景に、主食用米の需要
減少が進む中、２０年以降、主食用米の
取引価格は軟調に推移してきた。米の
産出額は減少傾向で推移してきたが、
主食用米の価格が回復したことなどか
ら２２年は増加した。
２３年は、前年より１２４７億円（８．９％）
増加し、１兆５１９３億円となった。これ
は、２３年産米の需要が堅調に推移した
ことなどから民間在庫量が減少し、主
食用米の取引価格が上昇したことなど
が要因とみられる。

【イモ類】
バレイショとカンショの作付面積は
減少傾向で推移している。一方、バレ
イショにおいてポテトチップ用など加
工食品向けに国産品を求めるニーズが
高まっていることや、カンショは国内
外の焼き芋などの堅調な需要により、
２０年以降、イモ類の産出額は２０００億円
を超えて推移してきた。
２３年は、前年より１０２億円（４．６％）
増加し、２３０１億円となった。これは、
カンショにおいて需給緩和により価格
が低下したが、バレイショで主産地の
天候に恵まれたことから、生産量が増
加したことなどが寄与したものと考え
られる。

【野菜】
１８年以降、野菜の産出額は２兆２０００
億円前後で推移してきた。
２３年は、前年より９４９億円（４．３％）
増加し、２兆３２４３億円となった。これ
は、キュウリ、ピーマン、ネギ等の品
目で８月から９月にかけて高温少雨の
影響などから生産量が減少し、価格が
上昇したことなどが要因とみられる。

【果実】

優良品種・品目への転換などにより、
消費者ニーズに合った高品質な品目が
生産されるようになり、国内外での堅
調なニーズに支えられ価格は上昇傾向
にある。それに伴い、２０年以降、果実
の産出額は増加傾向で推移している。
２３年は、前年より３６１億円（３．９％）
増加し９５９３億円となった。これは、夏
の高温による生産量の減少（リンゴ・
ミカン）により価格が上昇したこと、
高単価品種の生産量が増加したことな
どが考えられる。

【茶】
生産者の高齢化・減少などを背景に
栽培面積が減少傾向で推移しており、
１８年以降、茶の産出額は減少傾向で推
移してきた。
２３年は、前年より２８億円（５．９％）
減少し４４３億円だった。これは、栽培面
積の減少や、一番茶で４月下旬から５
月上旬の低温により生育が伸び悩み、
収穫量が減少したことなどが影響した
とみられる。

農水省は、１２月１５日付でフィリピ
ンへのイチゴ生果実の輸出が解禁さ
れたことを公表した。
フィリピンは、日本産イチゴ生果
実については、オウトウショウジョ
ウバエなどの病害虫が日本で発生し

ていることを理由に、これまで輸入を
禁止してきた。
同省は、イチゴ生果実の輸出が可能
となるように、フィリピン検疫当局と
協議し、輸出に係る検疫条件について
合意に達した。病害虫の発生調査など
の、主に４つの検疫条件を満たすこと
で同国へのイチゴ輸出が既に可能とな
っている。

農業総産出額等の推移 （億円）
２０２０ ２０２１ ２０２２ ２０２３

農業総産出額 ８９，３６９ ８８，３８０ ９０，０１０ ９４，９９１
０．５ △ １．１ １．８ ５．５

米 １６，４３１ １３，６９９ １３，９４６ １５，１９３
△ ５．７ △１６．６ １．８ ８．９

イモ類 ２，３７０ ２，３５８ ２，１９９ ２，３０１
１９．０ △ ０．５ △ ６．７ ４．６

野菜 ２２，５１９ ２１，４６３ ２２，２９４ ２３，２４３
４．７ △ ４．７ ３．９ ４．３

果実 ８，７４１ ９，１５９ ９，２３２ ９，５９３
４．１ ４．８ ０．８ ３．９

茶 ４０９ ４９５ ４７１ ４４３
△２１．６ ２１．０ △ ４．８ △ ５．９

生産農業所得 ３３，４３３ ３３，４７８ ３１，０５０ ３２，９３０
０．７ ０．１ △ ７．３ ６．１

上段：実額、下段：対前年増減率、△はマイナス。 （農水省の資料を基に作成）

２０２５年度需給ガイドライン （㌧、ha、％）

種別

需要量（純食料） 国内産供給量 作付面積

２３年実績 ２３年比 ２３年実績 ２３年比
２４年度
ガイド
ライン

２４年比

夏秋キャベツ ３３９，０００ ３３４，４７８ １０１．４ ４７５，７００ ４８２，８００ ９８．５ ９，７００ ９，７００ １００．０
夏秋キュウリ ２４１，３００ ２４２，３９４ ９９．５ ２５５，３００ ２５７，２００ ９９．３ ７，１９０ ７，１９０ １００．０
秋冬サトイモ １３０，０００ １２６，０８１ １０３．１ １３０，０００ １２６，６００ １０２．７ ９，６００ １０，１００ ９５．０
夏ダイコン １７６，９００ １７３，０５０ １０２．２ ２０５，２００ ２００，３００ １０２．４ ５，２００ ５，２９０ ９８．３
夏秋トマト ２４２，２００ ２３１，６９６ １０４．５ ２８８，２００ ２７５，９００ １０４．５ ６，９４０ ６，９５０ ９９．９
うち大玉トマト １９５，２００ １８６，５１５ １０４．７ ２３２，３００ ２２２，１００ １０４．６ ５，４２０ ５，４２０ １００．０
うちミニトマト ４７，０００ ４５，１８１ １０４．０ ５５，９００ ５３，８００ １０３．９ １，５２０ １，５３０ ９９．３

夏秋ナス １４９，８００ １５１，０４９ ９９．２ １７２，５００ １７４，０００ ９９．１ ６，６９０ ６，９２０ ９６．７
秋ニンジン ２４２，５００ ２２７，６４８ １０６．５ １８７，５００ １６８，５００ １１１．３ ５，０２０ ５，１２０ ９８．０
秋冬ネギ １９５，４００ １８７，８４７ １０４．０ ２６６，８００ ２５４，７００ １０４．８ １３，６００ １３，６００ １００．０
夏ハクサイ １２８，８００ １２７，６９９ １００．９ １６０，８００ １５９，７００ １００．７ ２，２４０ ２，３２０ ９６．６
夏秋ピーマン ６３，５００ ６２，３２９ １０１．９ ６８，６００ ６５，６００ １０４．６ ２，２６０ ２，２２０ １０１．８
夏秋レタス ２０２，１００ ２０９，２６３ ９６．６ ２４７，６００ ２５８，０００ ９６．０ ８，１１０ ８，０５０ １００．７

（農水省の資料を基に作成）

需要量 ニンジンやトマトなど多種増加
２５年度 夏秋野菜等の需給ガイドライン

茶減少も米・イモ・野菜・果実は増加茶減少も米・イモ・野菜・果実は増加
２３年農業総産出額（野菜等）２３年農業総産出額（野菜等）

イチゴ生果実輸出解禁
フィリピン向けに
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農水省は１２月２４日、「２３年肉用牛生
産費」「２３年牛乳生産費」「２３年肥育豚
生産費」を公表した。
それによると、子牛と去勢若齢肥育
牛（ともに肉専用種）、牛乳、肥育豚
で生産費が増加した。全体的に飼料費
の増加が目立っており、依然として生
産者の大きな負担となっている。

○乳用雄肥育牛○
全算入生産費（１頭当たり）は５９万

８６４１円（前年比３．３％減）となった。物
財費のうち、飼料費は３０万３７８０円
（５．９％増）と増加しているが、素畜費
は２２万９５７０円（１４．０％減）と大幅に減少
したことが影響している。
１頭当たり販売価格（販売時月齢

１９．０ヵ月、前年比１．６％減）は、５０万６３４４
円（２．１％増）と値上がりした。１経営
体当たり販売頭数は２２２．２頭（１２．８％

増）と増加している。

○交雑種肥育牛○
全算入生産費は８５万４２５円（１．３％

減）だった。物財費のうち、飼料費は
４１万４２３４円（４．９％増）と増加している
が、素畜費は３５万４９３１円（８．１％減）と
減少したことが影響している。
１頭当たり販売価格（２５．９ヵ月、

０．４％増）は、７４万４０６９円（３．３％減）と
大幅に値下がりした。１経営体当たり
販売頭数は１５２．４頭（９．３％増）と大き
く増加した。

○子牛（肉専用種）○

全算入生産費は８６万４０２４円（６．３％
増）となった。飼料費が３４万８４８５円
（９．１％増）など、物財費が全体的に増
加したことが影響している。
１頭当たり販売価格（９．４ヵ月齢、

１．１％増）は、５４万１３９９円（１４．２％減）
と大きく値下がりした。

○去勢若齢肥育牛（肉専用種）○
全算入生産費は、１４６万８０６３円（４．１
％増）となった。素畜費が８０万６０８円
（２．５％増）と増加したうえ、飼料費が
４８万８７２６円（８．０％増）と増えたことな
どによる。
１頭当たり販売価格（２９．８ヵ月齢、

１．０％増）は、１３０万２０７７円（２．５％減）
と値下がりした。１経営体当たり販売
頭数は４０．７頭（３．０％増）と増加した。

○搾乳牛○
全算入生産費は１０３万２５４８円で、前年
より２．３％増加した。物財費の内訳を見
ると、飼料費が６．０％増などと増えてお
り、費用合計は１０９万２６６７円（１．３％
増）だった。スモールの価格は８万７７２
円（１３．３％減）と大きく値下がりして
いる。

○肥育豚生産費○
全算入生産費は４万５８１６円で前年よ
り５．２％増加した。物財費のうち、飼料
費が３万８６９円で５．３％増などと生産者
の負担が増えている。１頭当たり販売
価格は４万２８１４円で６．５％の増加とな
った。

肉牛出荷頭数の増減は、枝肉相場を
左右する大きな要素となる。（独）家
畜改良センターの「牛個体識別情報月
齢別飼養頭数（２４年１１月末時点）」（以
下、個体識別記録）などを基に、今年
の品種別出荷頭数を予測した。

〈乳去勢〉
乳去勢の年間出荷予測頭数は約１０万

７５００頭で、前年に比べ１６．８％の減少を
見込む。個体識別記録によると、総飼
養頭数は１７万６５６３頭と、加速度的に減
少が続いている。
月別の出荷予測は、１～３月が平均
約９０００頭、４月が大型連休前であるこ

とを考慮し約９９００頭を見込む。７月は
約９０００頭を見込み、その後は８５００頭前
後で推移するとみられる。最需要期で
ある１１～１２月だが、出荷時期に適した
月齢の在庫頭数がかなり落ち込んでい
ることから、平均約８５００頭前後になる
と予測する。

〈交雑種〉
交雑種の年間出荷予測頭数は、雌雄
合計で約２５万６１００頭と、前年と同程度
になると見込む。去勢が約１３万４０００頭
で０．１％減、雌が１２万２１００頭で１．７％増
とみられる。個体識別記録によると、
総飼養頭数は５４万９４４１頭と、前年より

１．１％減少している。
月別の出荷予測頭数（去勢・雌合計）
は、１～３月が平均約２万３００頭、４月
は大型連休前であることを考慮し約２
万２４００頭に達すると予測する。７月は
約２万２０００頭と見込む。その後は約２
万１０００頭前後で推移すると見込まれ、
最需要期である１１～１２月は平均２万
３６００頭ほどと予測する。

〈黒毛和種〉
黒毛和種の年間出荷予測頭数は、合
計で約５２万２４００頭と、前年に比べ３．４％
減少の見込み。去勢が約２７万９０００頭で
０．４％減、雌が約２４万３４００頭で６．６％減

とみられる。個体識別記録によると、
総飼養頭数は１７４万３４２８頭と前年より
１．６％減少している。
月別の出荷予測（去勢・雌合計）は、
１～３月が平均３万９０００頭、４月は約
４万５０００頭に達すると予測される。７
月は約４万８６００頭と見込まれる。その
後は約４万２４００頭前後で推移するとみ
られ、最需要期である１１～１２月は平均
約５万２３００頭と予測する。

なお、出荷月齢は、乳去勢は２０ヵ月
齢、交雑去勢及び雌は２６ヵ月齢、黒毛
和種去勢は２８ヵ月齢、黒毛和種雌は３０
ヵ月齢に設定して予測した。

農畜産業振興機構は１月１０日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２４年１１月分、概算払
い）を公表した。
乳用種で標準的販売価格が標準的生
産費を下回ったため、交付が行われる。

肉専用種は１４都道府県で発動した。
交雑種での発動はなかった。
交付金単価（１頭当たり）は、乳
用種は３万２９００．６円（前月は３万
５５７４．５円、概算払い）となっている。
前月分と比べ、乳用種は素畜費の
増加などがあったものの、標準的販
売価格も増加したため、交付金は減
額となった。

２０２３年 肉用牛・生乳・肥育豚生産費（１頭当たり） （円、％）

区分 乳用雄肥育牛 交雑種肥育牛 肉専用種 搾乳牛 肥育豚子牛 去勢若齢肥育牛
金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比

物財費 ５７９，３６８ △ ２．９ ８１６，５２７ △ １．４ ５７７，０８４ ７．９ １，３７３，７３６ ４．２ ９２８，４２６ １．６ ４０，４６１ ５．０
うち素畜費 ２２９，５７０ △１４．０ ３５４，９３１ △ ８．１ ８００，６０８ ２．５
うち飼料費 ３０３，７８０ ５．９ ４１４，２３４ ４．９ ３４８，４８５ ９．１ ４８８，７２６ ８．０ ５７０，８３１ ６．０ ３０，８６９ ５．３
うち光熱水料費 １０，８９９ １１．３ １０，１７４ △ １．９ １６，６４６ ７．８ １６，１２９ １．６ ３６，８７２ △ ０．９ ２，０３１ △ ２．４
うち敷料費 １８，６７０ １７．３ １１，８３７ ９．０ １０，５４８ １３．９ １２，２２９ △１０．０ １３，４８６ △ ２．１ １４３ △１０．１
労働費 １９，９９０ △ ９．５ ３５，４０１ ６．２ ２１４，７８５ ５．５ ８８，７８１ ４．４ １６４，２４１ △ ０．１ ５，４２２ ６．９
費用合計 ５９９，３５８ △ ３．２ ８５１，９２８ △ １．１ ７９１，８６９ ７．２ １，４６２，５１７ ４．２ １，０９２，６６７ １．３ ４５，８８３ ５．２
生産費（副産物価額差引） ５９３，２０６ △ ３．２ ８４０，２８１ △ １．２ ７５７，７７１ ７．１ １，４５１，２２０ ４．２ ９９１，１３９ ２．８ ４４，９４５ ５．３
全算入生産費 ５９８，６４１ △ ３．３ ８５０，４２５ △ １．３ ８６４，０２４ ６．３ １，４６８，０６３ ４．１ １，０３２，５４８ ２．３ ４５，８１６ ５．２

農水省の資料から作成

２３年 肉牛・牛乳・豚生産費
乳用と交雑種は減少も他畜種は増加

素畜費減少の影響大きく

乳去の減少続き和牛も減少に転じるか
交雑は増減なしと予想
２５年 肉牛出荷予測頭数２５年 肉牛出荷予測頭数

乳用種で発動継続
牛マルキン１１月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

素牛素牛
スモールスモール

全国開拓振興協会は、コロナ禍等に
より中止している海外研修について、
今年度は「イギリスの畜産・酪農につ
いて」と題したＤＶＤを制作した。日
本と立地条件が似ているイギリスにお
ける牛肉市場の現状や、肥育農家・酪
農家の経営の様子を紹介している。
《第１部：イギリスの市場と食肉専門

商社の取り組み》
イギリスでの和牛や交雑種など、牛
肉の市場動向などについて説明。
《第２部：Ｆ₁和牛肥育農家の紹介》
ホルスタイン等の乳雌に和牛の種を
付けた交雑種の肥育が行われている。
《第３部：ロンドン近郊の酪農場》
ロンドン近郊で牛乳を自動販売機で
販売している酪農家を紹介。
１月末までに、各会員に配布する。
現在、YouTube で配信している。
ＵＲＬ＝ https : //x.gd/RK3uc

乳用・交雑種と
も、急落はなく
弱もちあいか

年末商戦は、前半は全品種で活発な
動きを見せたが、後半はやや下降して
きた。
年が明けて、乳用・交雑種ともに下
降は続かず、この時期としては比較的
安定した相場となっており、弱もちあ
いは予想されるが、急落はなさそう。
【乳去勢】１２月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１２１７円（前年同月比１５３％）
となり、前月より９８円上がった。
１月初旬までは、Ｂ２で１１００円台を
キープしており、上昇は望めないが、
もちあいが予想される。
【Ｆ₁去勢】１２月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
３が１６４４円（同１００％）、Ｂ２が１４９５円

（同１０３％）だった。前月に比べ、Ｂ３
が７１円、Ｂ２は５２円ともに上昇した。
年末はやや下降傾向だったが、年明
けはＢ３で１６００円前後をキープしてい
る。
【和去勢】１２月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２４６３円（同１０２％）、Ａ３が２２８９円（同
１０９％）だった。前月に比べ、Ａ４が１１４
円、Ａ３は１２９円ともに上昇した。
年明けは、やや下降傾向の動きとな
っており、今後も弱もちあいか。
【輸入量】農畜産業振興機構は１月
の輸入量を総量で３万５５００ｔ（同８２％）
と予測。内訳は、冷蔵品１万４３００ｔ（同
９２％）、冷凍品が２万２１２０ｔ（同８１％）。
冷蔵・冷凍品ともに米国産が減少見込
み。
【出荷頭数】１月の出荷頭数は、和
牛３万７１００頭（同９４％）、交雑種２万

１８００頭（同１０９％）、乳用種２万３６００頭
（同９４％）と、交雑種が前年を上回る
出荷頭数となる見込み。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み枝
肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が１０５０～
１１５０円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１６００～１７００円、
同Ｂ３が１５００～１６００円、同Ｂ２が１４００
～１５００円、和牛去勢Ａ４が２２００～２３００
円、同Ａ３が２０５０～２１５０円での推移
か。

本紙前月（８００）号８面の記事で、全
国優良畜産経営管理技術発表会に、栃
木県の㈱イソシンファームが開拓組織
では３０年振りに出場した、との記事を
掲載いたしました。
しかし、３０年振りというのは栃木県
からでのことであり、全国的には多く

の開拓者の方々が素晴らしい成績で受
賞されておりました。
ここに、前月の記事を訂正させてい
ただき、心よりお詫び申し上げます。
本当に申し訳ございませんでした。
つきましては、改めて９５年以降に受
賞された方々を紹介させていただきま
す。いずれの方も当時の開拓情報にて
紹介させていただいております。

相場が低調な時
期となり、年明
けは弱もちあい

１２月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が６３７円（前年同月比
１１５％）、中物は６１４円（同１１５％）とな
った。前月に比べ上物が６６円、中物も
５１円それぞれ上がったが、最終週は５００
円台まで下降してきた。
年明けは上・中物で一時６００円台に再
浮上したが、２週目からは５００円台での
推移となっている。昨年もこの時期が
底値となっており、出荷頭数も増加傾

向にあるので、弱も
ちあいの展開が予想
される。
農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
１月は１４１万頭（前年
同月比１００％）と、ほ
ぼ前年並み。猛暑の
影響は少なくなって
おり、出荷頭数は徐
々に増加する傾向に
ある。
農畜産業振興機構
の需給予測による

と、１月の輸入量は総量で７万６９００ｔ
（同１０７％）と、前年より増加する見込
み。内訳は、冷蔵品３万２７００ｔ（同
９４％）、冷凍品４万４２００ｔ（同１１８％）。
冷凍品は、価格優位性によるブラジル
産などの輸入量の増加が見込まれる。
年明けの東京食肉市場税込み平均枝
肉単価は、上物が４７０～５７０円、中物も
４５０～５５０円と、弱もちあいの相場展開
となるか。

年が明け、スモ
ール相場は下げ
基調に

【スモール】１２月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が２万２４１３円（前年同
月比４１％）、Ｆ₁（雄雌含む）は１０万５６９４
円（同１４７％）と、前月に比べ、乳雄は
３５２１円増、Ｆ₁も１万７２２２円増と、とも
に上昇した。
乳雄・Ｆ₁とも、年末に肥育出荷が多
くなり、引き合いが強くなった。
年が明けると、北海道では乳雄で２
万円を切る市場が出てきており、相場
は全国的に下げ基調となってきたよう
だ。
【乳素牛】１２月の乳素牛の全国１頭

当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２３万４１７２円（同１３１％）、Ｆ₁去勢は３８万
４５８０円（同１０１％）だった。前月に比べ
乳去勢は４万３２３１円増、Ｆ₁去勢も２万
８７０２円上昇した。
乳去勢は、頭数の減少傾向が続き、
枝肉相場と共にもちあいの展開が予想
される。Ｆ₁去勢も枝肉相場が落ちない
ので、もちあいの展開か。
【和子牛】１２月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
６１万２３９０円（同１０２％）で、前月より４
万２７７４円急騰した。
年が明けると、肥育相場が一段落し
て弱もちあいが予想されるので、子牛
相場も、下げ傾向に移ってくると見ら
れる。

1995年以降の開拓農家の受賞者
年度 受賞者 県名 畜種 タイトル 受賞種類

９８年度 千葉正勝 岩手県 酪 農 草作り、牛作りで低コスト生産 優秀賞

９９年度 川合省吾 岡山県 酪 農 自給飼料の高位生産利用による酪農安定経営の確立 優秀賞

０２年度 長崎県開拓農協南部
種豚組合「紅葉会」 長崎県 養 豚 雲仙うまか豚「紅葉」小さな養豚集団が

成し遂げた地場消費の拡大と銘柄定着 優秀賞

０８年度 ㈲藤原牧場 宮崎県 肉用牛 地域資源活用型/低コスト肉用牛肥育経営
～飼料価格高騰に対応するモデル的な取り組み～ 最優秀賞

０９年度 ㈲金子ファーム 青森県 肉用牛 地域と共存した資源循環型大規模畜産への挑戦
三方良し（消費者・生産者・地域社会）の商人道精神に根ざして 最優秀賞

１３年度

村山昭雄
村山裕子 北海道 酪 農 苦農から酪農（楽農）への道のり

～酪農歴50年を目指して～ 最優秀賞

佐藤宏弥
佐藤博子 茨城県 肉用牛 水田活用で広がるドリームファームの歩み

～「常陸牛」率100％の一貫経営～ 最優秀賞

１４年度 長谷部将一 宮崎県 肉用牛 銘柄牛肉への取り組みと口蹄疫からの復興・再生 特別賞

12月の子牛取引状況 （頭、㎏、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 単価／㎏

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 313 372 297 302 236，704 192，482 797 637
F₁去 1，974 1，989 337 339 381，755 354，864 1，133 1，047
和去 2，702 2，471 336 343 611，078 607，429 1，819 1，771

東 北
乳去 3 － 204 － 2，933 － 14 －
F₁去 1 1 298 366 211，200 215，600 709 589
和去 2，562 2，434 321 320 621，872 560，656 1，938 1，752

関 東
乳去 － 3 － 191 － 67，467 － 353
F₁去 148 124 345 355 372，528 351，113 1，080 990
和去 1，103 745 322 328 647，069 621，234 2，011 1，895

北 陸
乳去 － － － － － － － －
F₁去 － 1 － 324 － 311，300 － 961
和去 165 64 297 274 605，600 514，491 2，040 1，878

東 海
乳去 － － － － － － － －
F₁去 52 54 328 328 389，294 359，211 1，187 1，096
和去 266 468 271 283 647，669 629，019 2，393 2，223

近 畿
乳去 － － － － － － － －
F₁去 － － － － － － － －
和去 432 423 263 270 1，078，639 1，039，133 4，106 3，846

中 四 国
乳去 1 6 309 334 135，300 157，116 438 470
F₁去 252 234 332 340 401，395 356，602 1，210 1，049
和去 1，091 668 308 314 609，341 592，520 1，981 1，885

九州・沖縄
乳去 － － － － － － － －
F₁去 316 338 326 332 394，232 363，108 1，208 1，093
和去 8，733 11，027 297 297 582，011 538，091 1，957 1，810

全 国
乳去 317 381 297 302 234，172 190，941 788 632
F₁去 2，743 2，741 335 339 384，580 355，878 1，148 1，050
和去 17，055 18，303 308 307 612，390 569，616 1，988 1，855

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

お詫びと訂正イギリスの畜産紹介イギリスの畜産紹介
海外研修事業

（公社）全国開拓振興協会

交雑種の肥育。育成は放牧 ジャージー種を飼養する酪農場
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し

畜産物需給見通し


